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　氏に 從 へ ば群 島に は山が 多 くて 、 勘察加や ア ラ ス カ と同様に 極地 高山要素が 主 嬰な

・
分 子を成 して 居 る か と想像 され る が 、 實際は 、 此 れ に 反 し此要素 は群島の 中央部 びは

極貧弱 で 、 ベ ー リ ン グ地帶及 太年洋北部の み に 分 布 して 居 る要素が 重要な る もの で あ

る と云 ｝、。 そ して 群島の 地 形上 か ら云ふ と北米大陸の 方に 深い 關係が あ 砂相 に思 へ る

の に か か は ら歩 、 實際此群島の フ ロ ラ は 亜 細亜 大陸 の 延長で あ り、植物相は勘察加 に

よ く類 似 して 居 る と 。 同群 島中に は森林が全 く存在せ す、 且栽培の 　Pioea　sitchensis

Car・を除 き裸子植物 を見す 、 叉 コ ン マ ン ド ル 諸島及ア ラ ス カ宇島を除 けば ハ ン ノ キ 、

カ ン パ の 厩す ら も見る事が 出來ない 。 東は ア ラ ス カ牛島の 西端か ら酉は コ ン マ ン ドル

諸 島まで を通 じて 僅か に 477 種 しか な く、 本 群島 の 兩端地方 に 比 し著 し く種 額が 少

く、 吾が北干 島全體 よ りは 多い程度で フ ロ ラ と して は貧弱 で あ る 、 此れは氷紀に 於て

同群島の 殆全 部が氷で 被ばれて しまつ た爲め 、 大部分の 植物は
一一

度絶滅 して しまつ た

に よ る と考へ て 居 る 、 （此 の 説明は と もあれ事實は 丁 変北千島の それ に もあ て は ま る

樣 に思 はれ る 、 南千 島及勘察加 に森林があ る の に か か は らす北千島で は ハ ヒ マ ツ 、 ミ

ヤ マ ハ ン ノ ギ等 はあ る が森林は全 く存在せ す 、 且 そ の 兩端の 何れの 地方 よ りも所産植

物が 著 し く少な い ）。

　交獻 、 異名 、 産地 に次 い で 著者の ノ ー トが あ り、 全體 を通 じて 比較的 重要な部分 を

な して 居 る
。 そ して 世界の 分布に 絡 る各種類 に つ い て の 設明が 45頁 か ら初 ま り342

頁で 終 つ て 居 る 、 卷 中所 々 に美 しい 寫賀版が挿入 さ れ て居て 見る 目をた の し ませ る に

充分で ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大井次三郎）

　ス タ ツ プ氏 ：一一 リユ ウ ノ ウ ギク　（0・STAPF　；− Cthrysantthefmtm　jlfa「ki−

noi 　MATsuM ．　et　NAKAI　in　Curtis’s　Botanical　Magazine　Tab．9330 （【933）・

　Kew の ス タ ツ プ氏は リ ＝ 一ウ ノ ウ ギ クの 圖諡 を Curtis’8　Bot，　Mag ．で ゃ つ た 。 これは

中井敏授の ノヂギ ク tc關す る研究 を讀ん で 其 の 結果菊の 原 種 に 關 して 論ん じて ゐ る 。

リ ユ ウ ノ ウ ギ ク の 岡 を色彩 を入れ て 出 して ゐ る 、 萎は よ く出來て ゐ る が 總苞の 撞 大圖

が ヵ 一ヂ ス と して は
一
寸まづ い 。 同氏は家菊は 多系か ら出來上つ た もの だ と考 へ て ゐ

る
。 即 ち MAX1MOWIcz 茂 の 系を引 く考へ で 私 も こ の 設に 今の と 1 ろ讃成で あ る 、 徇

伺氏は ahr〃sα nthemum 　
tm

・曜 5・物 V 肌 卿 靦 ・ H … SL．を （コh・y・anth ・mum 　erubeseens 　Si’APF

と した が こ の 植 物は Ohrysafghemum砺 伽 焜 var ．1αtitobum　KOMAROV で あ つ て J 」1”G

氏が 2 年後 ehrysantheinum伽 脚 側 5磁 酬 鵬 LreiG と した の と同 じで共 に 異名とな

る
。 尚 ス タ ツ プ 氏は 侃 矧 8醜 伽 駕狒 画 伽 86V 飢   6伽 ，花 HEMSL を Chrysanthemorm　veStitum

O ・　STAPF．と した 。 其の 後 これあ るを知 らす LINC・氏 も小 生も別 々 に （）hrysanthemum

vestitum と した が ス タ ツ プ氏 の が 早 くて 正 し い 。 京大 の 圖書室で は不幸 に して カ ・一一チ
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ス の こ の 號 が買つ て なか つ たの で 不用 の 名 を出 した の は殘念で あ る
。　（北村 四郎）

　ヂ r7 ル ド氏 ： 双鞭毛藻 の 有性生殖 （K ・DlwAT・1．）：− Dle　geschlechtliche
Fortpftanzung　von 　Glenotlintzam

，
量n 　Flora　n ・f，　Bd ．32

，
　s ．　s・174 − lg2

，
　I　g38．）

　從 來双 鞭毛藻類 （．Mnoftα9ellata）の 有性生殖は 夜光虫 を除 きて 不明な りしが 今回域

は ，Geenodinium　lubinienst70rme　hWALD 　ll．sp ．に 就 き普通 の 二 分 々 裂は 勿論遊走胞子 形

成 ， 休眠胞子形成 よ り配偶子 の 接合及び接合子 の 發芽 まで 仔細に觀察 したれ ば 、 本類

の 酉已偶子 の接 含は明 とな札 り。

雜 報

Prunus　subhirtella 　MIQ

（G ・KOInzuMI ）

　近 頃三 省堂 で だ した搏物辭典 （Ig38 ） P．683 に Pb’tcnus　Stebhirtalla　MIQ．（ヒ ガ ン サ

ク ラ） と して あ る が之は誤で あ る 、

一
た い Fr ・subliirtatl α MtQ ・とは如何なる もの か

は和 蘭 ラ ィ デ ン 大 學に保存す る M エQUEL 氏の 原 品を檢 すれば解 る 、 原品は皆 SエEBOM ）

氏採 晶に して 、 其の 内標 品番號 905・83−80igOS ・83−82； 905・83−83 の 三 は チモ ト匕

ガ ンサ クラ （Prunus　Kohigan　KolDz・）で あ つ て 、905・83−81 ； 905・83 −86 ； 90S・83 −85

の 三 晶ぱ 匕ガ ンサ クラ （Prunus 　Iresucra　SIEB．） であ る 、 即 ち B ・subhirtelia 　MIQ・と

は ヒ ガ ン サ ク ブ、チ モ ト ビ ガ ン サ ク ラ兩晶の 混合物で あ る o 　　　 （G ．KOIDZUWt）

　　　　　　　　　　　　　侏 羅 紀 被 子 植 物

　 1937 年 J・B ・Sr“tpsON 氏は　Scotlandの 上部侏羅紀 の 下部 Bathonia11階の Crora

Coal中よ り睡蓮科 の Netum6ium
，

α醜 地 の 花粉 を發見せ り、 同科の 花粉は最 も特色

あ る もの の
一

なれば 容易 に 同定す る を得た り。

　　　 金 錢 撚 の 化 石

　金錢槭 （Dipteronia　Sinensis　 OLIVER）は槭樹科の 一屬一稱支那 に産する も第三紀 に は

廣v ・分布 を した もの で MPteronia α祕 α児α BRO ヤVN と云ふ の が 北米 Washington 洲

Republie の 下部 中新世か ら化石 と して 出る 。

　　　 鐡 杉 の 第 三 紀 分 布

　鐵杉 （蹴 θ伽 磁 Davidiana　BF，ZSSN ・） は唯
一種支 那臺灘に産す る の みな る が 第三 紀

に は中薪世に北米 ｝Va覿hington 洲 Spokan に K θ6eJeeria　heteroph，vltoitles（BlCRRY）BROwN ，

歐 洲の 鮮新世に ぱ K 加 8胴 が あ り、de　Canada ，　Alberta の 下部白亜 に 本 驕 の 水材化

石 ら しい もの が 發見 された 。
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